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《３０．６．３０第２５５号》

毎月７日は「健康の日」です。

～ 歩くことから健康づくり、運動することを習慣にしましょう ～

○ 鼓動 石川県委託事業 いしかわ子ども楽器演奏体験会

石川県音楽文化協会   古田 秀治 

 ○ 平成３０年度石川県健民運動推進本部長表彰式・本部会

○ 平成３０年度第１４回加賀地区健康クラブ交歓大会白山大会

○ ふるさとのツバメ総調査（学習会）報告

○ 募集 「家庭の日」川柳コンクール 第５４回花いっぱいコンクール

 ○ 健民運動活動紹介・カレンダー

 ○ 薫風 「花いっぱいコンクール」を通して

石川花の会 会長   土屋 照二

 〇 「あいむ」だより

石川県健民運動
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石川県音楽文化協会         古田 秀治 

石川県委託事業 いしかわ子ども楽器演奏体験会

石川県の将来を担う子どもたちに、音楽に対する興味・関心を引き出し育てることで文

化に親しむ機会を提供するために、オーケストラの管・弦・打楽器など、本物の楽器を直

に手に取り、音を出してみる体験会を開催しました。

○ 平成 29年６月４日（日） こまつ芸術劇場うらら小ホール

 小松市音楽協会主催で、こまつ芸術劇場うらら小ホールで開催された「第 36回小松市民

音楽祭・ピアノの部」の第３部のステージ上とリハーサル室で行われました。

○ 平成 29年９月 24日（日） 白山市松任学習センターコンサートホール

 白山市音楽文化協会主催の「第 46 回白山市民音

楽祭・洋楽の部」開演前の会場ロビーにて、行われ

ました。

○ 平成 29年 11月４日（土） コスモアイル羽咋

　羽咋市音楽文化協会主催の「羽咋市民音楽祭」開演

前の会場ロビーにて、行われました。

○ 平成 29年 11月５日（日） 輪島市文化会館

 輪島市文化協会主催の「第 12 回輪島市民文化祭

あいの風・音楽祭」の開演前の会場ロビーにて、行

われました。

○ 平成 30年２月 18日（日） 根上総合文化会館

 能美市音楽文化協会主催で、根上総合文化会館で

開催された「まなびフェスタ 2018」の分科会・お試

し体験講座の一つとして、会場ロビー、小ホール、

ホワイエで行われました。

 体験楽器はヴァイオリン、フルート、クラリネッ

ト、トランペットの４種で石川フィルのメンバーが

講師を務めました。小松では、小松市音楽協会の協力で、他にオーボエ、ファゴット、ユ

ーフォニウム、チェンバロも体験できました。能美市では、地元講師による箏、三弦、尺

八、大正琴の体験も並行して行われました。短い時間でしたが、市民音楽祭にご来場の多

数の子どもたちと保護者の皆さんの参加で、狭い会場はいっぱいで、多くの方に体験して

もらうことができました。短時間で、ほとんどの子どもたちが音を出すことができたのは、

驚きでした。アンケート調査では、全員「楽しかった」とのことでした。

鼓 動 

参加した子供たちの様子 
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◇ 平成３０年度

石川県健民運動推進本部長表彰式・本部会
【表彰式】   ５月２９日（火）、石川県庁にて石川県健民運動推進本部長表彰式が行われ、永年
功労者１名、優秀実践活動（団体）３団体、優秀実践活動（個人）１９名に本部長の

谷本知事から表彰状と記念品が授与されました。

【労いの言葉要旨抜粋】  谷本正憲 本部長

健民運動がスタートしたのは昭和 39年ということですから、もう

半世紀という歴史を刻んで参りました。これも多くの会員の皆様方

がそれぞれの持ち場で力を結集されたおかげでありまして、改めて

「継続は力なり」の言葉の持つ重みを感じます。

これからも「健康第一」に十分ご留意をいただきながら、それぞ

れの分野で健民運動を盛り上げていただくと共に、皆様方の今後の

益々のご活躍を心からお祈り申し上げまして、お祝いとお礼の言葉

にさせていただきます。本日は誠におめでとうございました。   【受賞者代表謝辞要旨抜粋】  田川 修身 

石川県健康クラブ協議会

ただ今、谷本知事様から栄えある表彰と過分のお言葉をい

ただき、感激でいっぱいであります。私たちは健民運動の精

神に共感し、健康づくり、ふるさとづくり、子ども若者活動

の三つの分野で、仲間たちと力を合わせて活動を続け、健民

運動に微力ながら貢献できたことをとても幸せに思っており

ます。

今回の受賞を励みとして、これからもそれぞれの活動分野で一歩ずつ着実に努力を積み重ね、一

層精進して参る所存でございます。谷本知事様をはじめ、お集まりの皆様に今後とも変わらぬご支

援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げまして、簡単ではございますがお礼の言葉とさせていた

だきます。



3

受賞者とその功績

１ 永年功労者表彰

田川 修身
健民運動推進本部健康づくり推進委員会本部員として１０年以上にわたり運動
に貢献してきた。

２ 優秀実践活動表彰（団体）
生田流正派邦楽会石川
地区（金沢市）

石川県音楽文化協会において、県内邦楽界の中心となって演奏活動を
行い、地域の音楽文化の振興と発展に貢献してきた。

中能登町読書会連絡協
議会(中能登町）

石川県読書会連絡協議会において、公開読書会の開催等、読書普及の
ための活動を継続し、地域文化の振興と発展に貢献してきた。

白山市地域活動クラブ
連絡協議会(白山市）

みらい子育てネット石川県地域活動連絡協議会において、地域の子ど
もと保護者の安心安全な居場所づくりに貢献してきた。

３ 優秀実践活動表彰（個人）

清水 潔
石川県スポーツ少年団において、県卓球連盟役員として卓球交流大会の運営に尽
力し、地域の子どもたちの健康づくりと健全育成に貢献してきた。

奥野 雅明
石川県早朝野球協議会において、県早朝野球協議会の副理事長を務め、早朝野球
の活動を通して地域社会の健康増進に貢献してきた。

西川 實
石川県走ろう会連絡協議会において、高齢者がジョギングを生活の中に取り入れ、
生き生きと生活できるように活動を行い、地域社会の健康増進に貢献してきた。

高田 清
石川県走ろう会連絡協議会において、主催行事や他団体との交流等に尽力し、ラ
ンニングの普及と健康増進に貢献してきた。

安島 義明
石川県ゲートボール協会において、県協会副理事長・審判長として競技の普及と
地域社会の健康増進に貢献してきた。

水髙 敦子
石川県リズムダンス協会において、主催行事等を通して健民運動の推進やリズム
ダンスの普及発展に努め、地域の健康づくりや生きがいづくりに貢献してきた。

島村 敏子
石川花の会において、「花いっぱいコンクール」の審査員を務めるなど、花づくり・
花壇づくりの指導を通して、心豊かな生活環境づくりの推進に貢献してきた。

川畑 喜一
石川県音楽文化協会において、白山市邦楽三曲会の会長を務め、地域の音楽文化
の振興と発展に貢献してきた。

山本 吉弘
石川県音楽文化協会おいて、「ギターサークルＫＡＧＡ」の演奏家としてコンサー
トを実施するなど、地域の音楽文化の振興と発展に貢献してきた。

亀井 敏
石川郷土史学会において、石川県五学会の活動に携わり、県民の「ふるさと石川」
への愛着心の醸成に貢献してきた。

上杉 徹男
石川県民謡協会において、民謡の普及・継承活動に尽力し、郷土芸能の発展と県
民謡界の活性化に貢献してきた。

浜中 秀穂
石川県いけばな連盟に所属し、小原流一級家元教授として伝統文化いけばな芸術
の継承に努め、地域文化の発展に貢献してきた。

西片 萌寿
石川県いけばな連盟に所属し、小堀遠州流華道副会長として伝統文化いけばな芸
術の継承に努め、地域文化の発展に貢献してきた。

中川 洋子
石川県創作紙工芸研究会に所属するクラフトさざんかにおいて、折り紙活動を実
践し、地域の文化振興と地域交流の輪の拡大に貢献してきた。

豊田健太郎
石川県子ども会連合会に所属する金沢市子ども会連合会シニア委員会において、
後進の育成に努め、青少年の健全育成に貢献してきた。

横山二三雄
石川県青少年育成推進指導員連絡会において、石川県青少年育成推進指導員とし
て活動を続け、地域における青少年の健全育成の推進に貢献してきた。

中村 行也
石川県青少年育成推進指導員連絡会において、石川県青少年育成推進指導員とし
て活動を続け、地域における青少年の健全育成の推進に貢献してきた。

山上 幸美
みらい子育てネット石川県地域活動連絡協議会において、「まちの子はみんな我が
子」を合い言葉に様々な活動を行い、子どもたちの健全育成に貢献してきた。

宮本 仁吾
明るい社会づくり運動いしかわにおいて、「花いっぱい運動」などの各種イベント
への協力を通して、明るい社会づくり運動の推進に貢献してきた。
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【本部会】

表彰式終了後、役員・本部 
員・事務局員５８人が出席し

て開催されました。

谷本正憲本部長の挨拶に続

いて、関戸正彦副本部長が議

長に選出され、玉屋匡康事務

局長から報告・提案された次

の２つの議案が審議され、原

案通り承認されました。    ①議案第１号「平成２９年度事業報告および決算について」   ②議案第２号「平成３０年度事業計画（案）および予算（案）について」 

【開会挨拶要旨抜粋】  谷本正憲 本部長 健民運動が石川県独自の取組として始まりましたのが、前回の東京オリンピックの開催年である昭和

３９年ということですから、もう半世紀以上が経過しています。お陰様で健民運動は、子どもさんから

お年寄りまで、学校や家庭など様々な場面で県民の間に定着してきました。皆様方には、それぞれのお

立場でこの運動の推進に熱心に取り組んでいただいていることに深く感謝を申し上げます。  日本は本格的な人口減少時代の到来を迎えており、本県でも世帯数が増加する一方で、一世帯あたり

の人口が減少して、核家族化、単独世帯が増えてきています。地域においては、人と人との繋がりや支

え合いがより重要になってきており、県民一人ひとりが主体的に取り組むことが今求められています。

さて、北陸新幹線金沢開業から３年が経過し、県内経済にも大きな開業効果をもたらしながら４年目

に入っています。地方創生が大きな課題となる中、この開業効果を今後も持続させ、地域を活性化させ

ていくためには、県民をあげてこの石川の強みを意識した、魅力あふれる地域づくりを進めていくこと

が今不可欠であり、健民運動が果たす役割は益々大きくなっていくと思っております。 
今年度も健民運動推進本部では、皆様方のご協力のもと、①健康づくり、②ふるさとづくり、③子ど

も若者活動の三つを柱として様々な活動を実施してまいります。全国に先駆けて始めました「ふるさと

のツバメ総調査」も今年でもう４７回目を迎え、さらに韓国、台湾、本県が交流する「小学生ツバメ国

際キャンプ」が、今年は台湾で初めて開催されることになりました。参加する子供たちには、この合宿

を通して、身近な環境や人との関わりについての関心を是非高めていただきたいと思います。 
健康づくりにつきましては、秋の「太陽と緑に親しむ健民祭」、「健康わくわく出前講座」などを通

して、その輪をより一層広げて参りたいと思います。 
本日は、平成２９年度の事業報告、そして平成３０年度の事業計画案などにつきまして、ご審議を頂

くことになっております。皆様方から忌憚のないご意見を賜り、健民運動のより一層の推進、発展に努

めて参りたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

出席した本部員の皆さん

開会挨拶（谷本本部長） 
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◇ 第１４回加賀地区健康クラブ交歓大会白山大会

「２０１８ 笑顔でつなぐ 健康の輪 元気いっぱい！！」

喜田羊支子 白山市スポーツクラブ協議会長

５月２２日（火）、松任総合運動公園体育館で加賀地区１６のクラブから１，１３５

人が参加して開催されました。初夏のさわやかな青空と木々のみずみずしい緑に囲まれ

た会場で、全員が全体演技やクラブ発表を楽しみ、健康であることの喜びと多くの人と

交流することの楽しさを味わいました。

○開会式    ・ 開会宣言・挨拶 喜田 羊支子 白山市スポーツクラブ協議会長

・ 開会挨拶 上瀧 源一郎 石川県健康クラブ協議会長    ・ 国歌斉唱    ・ 励ましの言葉 谷本 正憲  石川県健民運動推進本部長

（代理 石川県健民運動推進本部 事務局次長）

・ 歓迎のことば 山田 憲昭  白山市長

・ 祝辞 永井 徹史  白山市議会議長

○準備運動

・歌唱  「若葉」「若いってすばらしい」 米澤 喜久子 指導

・準備体操「健民さわやか体操」 白山市スポーツクラブ協議会

（各クラブ代表２０名）指導  ・全体演技「若いってすばらしい」 白山市体育協会指導員 指導

・披露  「ふるさと白山体操」 白山市スポーツクラブ協議会

上瀧源一郎石川県健康クラブ協議会長 

長議会議市山白史徹井永長市山白昭憲田山

喜田羊支子白山市スポーツクラブ協議会長 
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準備体操の「健民

さわやか体操」では、

白山市スポーツクラ

ブの各代表２０名の

方々が前に並び、指

導してくださいまし

た。全体演技の「若

いってすばらしい」 

では、白山市体育協

会指導員の方々にお

世話いただきまし

た。そして、最後に

白山市スポーツクラ

ブ協議会による白山

体操が健やかに披露

されました。

○各クラブ発表

１ 美川グリーンスポーツクラブ星組・花組 

（ＷＡになって踊ろう） 

２ はまなす健康クラブ 

（ネバーエンディングストーリー） 

３ むつみ健康クラブ（知りたくないの） 

４ 野々市若葉健康クラブ（赤い花 白い花） 

５ ささゆり健康クラブ（天使の誘惑） 

６ 高砂悠々健康クラブ（桶屋の八っあん） 

７ 辰口健康クラブ“スマイル”（異邦人） 

８ 鶴来チェリークラブ（ロシアンスィート） 

９ 山代健康クラブ（埴生の宿） 

10 小松すこやか体操クラブ（こまどりサンバ） 

11 美川グリーンスポーツクラブ 

湊グリーンスポーツクラブ（若い広場） 

12 加賀健康クラブ（待ったなしだよ 人生は） 

13 寺井末広健康クラブ（西郷隆盛） 

14 野々市椿健康クラブ（ミッドナイトアワー） 

15 金沢中央健康クラブ（心の愛） 

16 扇台健康クラブ（ティコ ティコ） 

17 松任スポーツクラブ 

（見上げてごらん夜の星を～ゆず） 

歌唱 「若葉」「若いってすばらしい」 健民さわやか体操 

披露 「ふるさと白山体操」 全体演技 「若いってすばらしい」

鶴来チェリークラブ 

小松すこやか体操クラブ 

金沢中央健康クラブ 



7

加賀地区大会旗の引継 

野々市椿健康クラブ むつみ健康クラブ 

野々市若葉健康クラブ 寺井末広健康クラブ 

美川グリーンスポーツクラブ湊グリーンスポーツクラブ 加賀健康クラブ 

松任スポーツクラブ 

各クラブ発表 

では、それぞれが 

趣向を凝らした健 

康クラブらしいさ 

わやかで躍動感の 

ある演技が見られ 

ました。

○閉会式  ・ 加賀地区大会旗引継 白山市から加賀市へ

・ 次回開催地挨拶

辰川 勝則 加賀健康クラブ会長    ・ 講評及び健康万歳

松井 毅 白山市教育長
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◇ ふるさとのツバメ総調査(学習会)報告

一年をとおしていつでも、県内各地の小学校の教室などで、ふるさとのツバメ総調査

の概要をはじめ、校区の生息状況やツバメの生態などをわかりやすく学ぶ「ツバメ学習

会」を実施しています。今年度は下記の学校でツバメ学習会を開催しました。

【ツバメ学習会の様子 左下：小松市立第一小学校、右下：内灘町立向粟崎小学校】 

約１時間の学習会は、ツバメ調査が始まった理由、ツバメを見つけるためのヒント（ツ

バメの体の特徴、ツバメの鳴き声、ツバメの巣の形等）、ツバメのエサについてなど、ク

イズや実験でツバメの生態を知り、実際の調査に役立つように組み立てています。 

また、お宿シールを渡すなど、調査をとおして積極的に地域の方々と交流し、身近な環

境を五感で感じて欲しいと願って実施しています。最後に、児童から出た質問と回答を紹

介します。 

①「ツバメの寿命」 

②「なぜ渡りをするのか」 

③「ヒナは生まれた巣に戻るか」

回 開催日 小学校名 対象学年 人数 

１ ４月２４日 能美市立辰口中央小学校 ６年 １２１名 

２ ４月２５日 小松市立日末小学校 ５、６年 ２６名 

３ ４月２６日 金沢市立田上小学校 ５年 １２８名 

４ ４月２７日 加賀市立山代小学校 ６年 １０７名 

５ ５月 １日 中能登町立鳥屋小学校 ６年 ５３名 

６ ５月 ２日 金沢市立三谷小学校 １～６年 ４０名 

７ ５月 ８日 能登町立松波小学校 ５，６年 ４４名 

８ ５月 ９日 能美市立寺井小学校 ６年 １０９名 

９ ５月１０日 内灘町立向粟崎小学校 ６年 ５９名 

10 ５月１１日 小松市立中海小学校 ５，６年 ４１名 

11 ５月１８日 小松市立第一小学校 ６年 １１０名 

12 ５月２１日 金沢市立馬場小学校 ５，６年 ５０名 

名８８８計合

③生まれたヒナは同じ巣には戻り

ません。理由は、家族との近親婚の可

能性を避けるためと言われています。

②日本のツバメは、エサとなる虫がいつでも一定量い

る東南アジアで冬を過ごしますが、ここでは巣をつくり

ません（子育てをしない）。日本では冬の間、虫がいなく

なりますが、春には虫が爆発的に増えて、子育てにとて

も都合がよいため、わざわざ渡りをしてくると言われて

います。ツバメのふるさとは、巣づくりした地域です。

①ツバメの寿命は平均１年と言われていますが、過去に５年

間同じ地域に戻ったツバメも確認されています。
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◇ 募集

〇「家庭の日」川柳コンクール 「家族」をテーマに、川柳を募集します。   ●募集部門 [小学生の部・中学生の部 

（石川県内の学校に在籍する者）] 

[一般の部（石川県内に居住する者）]   ●締め切り 平成３０年９月５日（水）必着   ●問い合わせ 石川県健民運動推進本部 「家庭の日」川柳コンクール係    〒920-8580 金沢市鞍月１丁目１番地 石川県県民交流課内

電話:076-225-1366 FAX:076-225-1363 

〇第５４回花いっぱいコンクール

県民の手づくりによる花いっぱい運動が全県くまなく広がることを願い、花

いっぱいコンクールを実施します。 

●対象花壇  夏秋花壇（プランターや鉢を 

使った移動花壇も含みます。） 

どのような形式の花壇であっても、行き

交う人々の心をなごませてくれる「花いっ

ぱい」であるものを募集します。   ●締め切り  平成３０年８月２７日（月）

（必着）  ●審査方法  現地審査と総合審査 

    ●問い合わせ 石川県健民運動推進本部 

第５４回花いっぱいコンクール係    〒920-8580 金沢市鞍月１丁目１番地 石川県県民交流課内

電話:076-225-1365 FAX:076-225-1363 

「家庭の日」について 

「家庭の日」は、昭和３９年１１月に秋田県が都道府県で最初に毎月第３日曜日を

「家庭の日」に定め、昭和４０年５月には鹿児島県が続きました。 

 昭和４１年５月に、青少年育成国民会議が発足し、「家庭の日」運動が全国的に取

り組まれるようになりました。 

 石川県では、昭和４１年１１月に結成された「青少年育成県民会議」が昭和４１年

１２月１８日（日）を第１回家庭の日としました。 

 健民運動推進本部（昭和４４年から昭和５０年までは健民運動推進会議）では、「家

庭の日」の普及啓発のため、資料配付や作文・標語・写真・絵画・ポスターコンクー

ル等を実施してきました。平成２６年度からは、川柳コンクールを実施しています。

２つのコンクールとも、１１月１８日（日）に表彰式を行います。 

【H29 やまと保育園】 
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◇ 健民運動活動紹介 ４月２０日（金）、いしかわ総合スポーツセンターで２４人が出席（８人が委任状）して

開催され、平成２９年度事業・決算・監査報告、平成３０年度の予算案が承認されました。

また、県外大会等への派遣費の助成や競技上の審判規則等についても活発な意見交換が行わ

れました。

５月１３日（日）、いしかわ子ども交流センターで開催され、平成２９年度事業報告・決

算報告、平成３０年度事業計画案・予算案等の議案が承認されました。  今年度は、第５２回全国子ども会育成中央会議が本県で開催されるため、今後、事務局を

中心に県連合会で協力体制をつくって準備を進めていくことを確認しました。  意見交換では、各子ども会が抱えている組織運営等に関する課題について、複数の子ども

会から現状報告があり、有意義な情報交換の場となりました。 

◇ ７月・８月の健民運動カレンダー
H３０.６.20現在

７／４（水）

～５（木）

平成３０年日本海オープン全国親善ゲートボール大会

会場：こまつドーム（小松市）   主催：石川県ゲートボール協会 

７／１４（土）～

１５（日）

第５４回石川県スポーツ少年大会

会場：医王山スポーツセンター（金沢市） 主催：石川県スポーツ少年団 

７／２７（金）

第９回美しい石川を歩く「輪島崎の北前船の名残巡り」

集合場所：道の駅輪島ふらっと訪夢  主催：石川県健民運動推進本部 

共催：石川県歩こう会連絡協議会 

７／２８（土）

第３７回加賀地区中学生意見発表大会

会場：能美市根上総合文化会館  主催：加賀地区市町教育委員会

共催：石川県健民運動推進本部 

８／４（土）

第２８回少年の主張石川中央地区大会

会場：白山市民交流センター 主催：石川県、石川県健民運動推進本部

共催：白山市教育委員会、石川県青少年育成アドバイザー協会 

８／１８（土）

第７１回金沢市「中学生からのメッセージ」

会場：金沢市教育プラザ富樫

主催：金沢市中学校文化連盟弁論部、金沢市教育委員会 

８／１９（日）

第５０回全能登私の主張発表大会

会場：七尾サンライフプラザ

主催：第５０回全能登私の主張発表大会実行委員会 

共催：石川県健民運動推進本部 

８／２１（火）～

２５（土）

小学生ツバメ国際キャンプ in台湾

会場：台湾・基隆(キールン)市  
主催：石川県健民運動推進本部

８／２５（土）～

２６（日）

石川県知事杯争奪第４０回中部日本招待少年サッカー大会

会場：金沢市民サッカー場、金沢市スポーツ交流広場

主催：中部日本招待少年サッカー大会実行委員会 後援：石川県健民運動推進本部

石川県子ども会連合会平成３０年度第１回理事会

７月は、「青少年の非行被害防止全国強調月間」です。

参加校：

松波小(能登町) 

田上小・三谷小(金沢市) 

第一小(小松市) 山代小(加賀市)

平成３０年度石川県ゲートボール協会第１回理事会



11

石 川 花 の 会

会長 土屋 照二

「花いっぱいコンクール」を通して 「石川花の会」は、59 年前の昭和 34 年に「県下を花いっぱいにし、楽しい生活、明る

い社会をつくる」を目的として啓蒙・普及、花づくり指導を主に行う会として始まりまし

た。会の性質上、理事には花の専門家と花づくり実践者が多く就きました。昭和 39年「花

いっぱいコンクール」が始まると理事が審査を担うことになり、現在に至っています。 私は、41 年前昭和 52 年の入会とともに審

査に参加してきました。参加から 20年程は能

登や金沢周辺には少人数の学校があり、そこ

では花に囲まれた学校づくりがされていて、

生徒たちが伸びのびと遊び、積極的に挨拶、

説明をしてくれました。今はなくなってしま

った学校ですが、当時は校内全体に花が咲き

誇り、花に囲まれた中で遊び、花の見える環

境で学んでいました（左写真）。これが本来の

花いっぱいの姿なのだろうと感激したもので

した。今では数少なくなりましたが、似たよ

うな場面に出会い、子どもたちが元気に動き

回っているのを見ると、自然と微笑んでしま

います。 最近、嬉しく感じたことがあります。ある
学校で広い花壇のほかに、沢山のフジバカマ

を植えて（右写真）、アサギマダラを呼び寄せ

ていたのです。案内して下さった先生は「花

づくりは勿論だが、フジバカマを栽培するこ

とで、自然との関かわりを理解して欲しい」

と言っておられました。栽培花は人工的ですが、子どもたちには、花を育てることを通じ

て命とか自然を考えるきっかけになってくれたらと思っています。

薫  風 
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『あいむ』だより

石川県ＮＰＯ活動支援センター（あいむ）
〒920-0961 金沢市香林坊 2 丁目 4 番 30 号 香林坊ラモーダ７階 

ＴＥＬ:076-223-9558 ＦＡＸ:076-223-9559 

http://www.ishikawa-npo.jp

会議・打合せ等に「あいむ」をご利用ください！（会議室使用料無料）

・お問合せ、ご予約は上記「石川県 NPO 活動支援センター（あいむ）」まで 

《９：００～２２：００（土、日曜日は１７：００まで、月曜日・祝日は休館》 

・香林坊地下駐車場をご利用ください。駐車料金を助成しています。 

収集物 （４・５月分） ＜使用済み切手など＞
金沢市小坂公民館、消防試験研究センター、石川県理蔵文化財センター、総務課、管財課、金沢県税

事務所、税務課、危機対策課、長寿社会課、障害保健福祉課、医療対策課、廃棄物対策課、生活安全

課、計量検定所、水産課、土木部管理課、監理課、道路建設課、学校指導課、保健体育課、職員労働

組合、労働企画課、教職員互助会、匿名の方、の計2４件  

ご協力ありがとうございました！

特定非営利活動法人は、毎事業年度終了後３ヵ月以内に、下記の事業報告書等を提出する義務

があります。提出を怠ると、２０万円以下の過料となる場合がありますので、必ず提出してくだ

さるようお願いします。

【提出が必要な書類】（提出部数は①のみ１部、その他の書類については２部です。）

① 事業報告書等提出書 ⑤ 計算書類の注記

② 事業報告書 ⑥ 財産目録

③ 活動計算書 ⑦ 前事業年度の役員名簿

④ 貸借対照表 ⑧ 前事業年度の社員のうち 10名以上の名簿

ボランティアに関する講習会、研修会、講演会等の経費の一部を助成しています！

ボランティア精神の普及やボランティア活動の充実、発展を図り、県民の皆さんがボランティア

活動に参加しやすい環境づくりを応援しています。

詳しくはこちら ⇒ http://www.ishikawa-npo.jp/volunteer/koushu.htm

≪お問い合わせ≫（公財）石川県県民ボランティアセンター TEL：076-223-9558

事 業 報 告 書 の 提 出 は お 済 み で す か ？ 

平成３０年度ボランティアに関する講習会等助成金について 

ご提供いただきました使用済み切手、書き損じハガキにつきましては、さまざまな支援を必要としている人々

に役立てていただいております。ぜひお寄せください。 



毎月第３日曜日は「家庭の日」です

～ 家族とのふれあいを大切にしましょう ～

毎月７日は「健康の日」です。

～ 歩くことから健康づくり、運動することを習慣にしましょう ～

〒920-8580 金沢市鞍月１丁目 1番地 TEL  076-225-1366 

石川県県民交流課内 健民運動推進本部 FAX  076-225-1363 

インターネット

E-mail          kenmin-i ＠pref.ishikawa.lg.j 

                          kenmin_undou 

                        Facebook @kenminundou 

健民運動 

発行：石川県健民運動推進本部

QRコード 


